
 

鉄道構造物等設計標準・同解説 土構造物（平成 25 年改編版）正誤表              2025.7.18 

頁 箇 所 改訂前 改訂後 

94 3.2.4 解説表 3.2.5 

 

項 目 
不織布系 

必要物性値 備  考 

材質 合成高分子材  

降伏点強度 5kN/m 以上  

伸び率 15%以上 拘束圧 49kN/m2時 

透水係数 

(cm/sec) 

面内 5×10-1以上 

垂直 1×10-2以上 
拘束圧 49kN/m2時 

最大強度 5kN/m 以上 測定温度 21℃±2℃ 

厚さ保持率 50%以上 拘束圧 49kN/m2時 

厚さ 1.5mm 以上 JIS L 1085に準じる 

目合い －  

軟化点 100℃以上  

脆化温度 －20℃以下  
 

 

項 目 
不織布系 

必要物性値 備  考 

材質 合成高分子材  

降伏点強度 5kN/m 以上  

伸び率 15%以上          

透水係数 

(cm/sec) 

面内 5×10-1以上 

垂直 1×10-2以上 
拘束圧 49kN/m2時 

最大強度 5kN/m 以上 測定温度 21℃±2℃ 

厚さ保持率 50%以上 拘束圧 49kN/m2時 

厚さ 1.5mm 以上 JIS L 1085に準じる 

目合い －  

軟化点 100℃以上  

脆化温度 －20℃以下  
 

261 7.2.4 解説表 7.2.11 

安全性 復旧性 

種別 
永久作用 

（施工時作用） 

変動作用 偶発作用 

地震以外 L1地震時 L2地震時 

SD295 

SD345 

180 

200 

180（225） 

200（250） 

270 

300 

295 

345 

（）内：変動作用を主たると従たるの組合せとして考慮した場合 

種別 

安全性 復旧性 

永久作用 

（施工時作用） 
変動作用 

地震作用 地震作用 

L1地震動 L2地震動 

SD295 

SD345 

180 

200 

180（225） 

200（250） 

270 

300 

295 

345 

（）内：変動作用を主たると従たるの組合せとして考慮した場合 

 


